
使用生産者実例
対象生産者：熊本県 Ｉ牧場（酪農30頭）

○ 使用量：1日200g/頭 約7袋/月

○ 使用前の悩み：体細胞が1年以上ペナルティ

○ 給与方法：単味・添加剤と一緒に撹拌機で

※最初から200g/頭が規定量だと説明

取引経緯

1.フォロー時に検定を見せてもらい体細胞の話へ

2.全ての添加剤を使った後にそれでも改善しな
かったら声をかけてくれとサンビオを提案。

3.体細胞改善の為2020年2月から給与開始。
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サンビオ使用前後の検定成績の変化
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※2019年12月に自家配→配合飼料へ戻した

※1 ※2 ※3 ※3

※2020年2月から給与開始



※1.乳量の変化と経済メリット
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年間平均28.5kg→32.7kg＝+4.2kg/頭

サンビオ給与開始

19年度 乳価120円（仮）
乳代2,667,600円/月
32,011,200円/年

20年度 乳価120円（仮）
乳代3,060,720円/月
36,728,640円/年

乳価が変わらなくても
+393,120円/月
+4,717,440円/年

農家さんの声【乳量編】 1.夏の採食量は落ちにくくなった。 2.初産でも分娩した牛が軒並み泌乳ピーク（40kg/日）以上搾れる。 3.今までで一番搾れたが、繁殖が心配etc…

①

※乳脂肪の増減等による
乳価の変動分は加味せず



※2.体細胞数の変化と経済メリット
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サンビオ給与開始

19年度 ペナルティ-3円（仮）
乳量22,230kg/月

ペナルティ代66,690円/月・800,280円/年

ペナルティを払わなくなり
20年度は乳量25,506kg/月
－3円（平均）が消えた分

+76,518円/月
+918,216円/年

農家さんの声【体細胞編】 1.給与始めは上がった（好転反応） 2.検査時に抜かないので手間が減った。 3.乳房炎や疾病も減った 4.獣医も呼ばなくなったetc…

6月上旬（4か月後）から検査前に
廃棄なし（全頭検査）で基準値内へ
※7月は流行性の下痢が入る

②

※体細胞数
30万～40万 -2円
40万～50万 -5円
50万～70万 -10円
体細胞数によるペナルティ分の
増減は加味せず－3円と仮定



※3.繁殖の変化と経済メリット
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サンビオ給与開始

19年度 種付開始平均119日
28.5kg牛群 空胎日数176日

空胎日数はほぼ変わらず。
乳量は伸びたうえで
発情は来るようになった

（本人談）

農家さんの声【繁殖編】 1.乳量を問わず発情がしっかり来るようになった 2.分娩後の疾病はなくなった 3.乳量が増えても種が付くようになったetc…

③

20年度 種付開始100日
32.7kg牛群 空胎日数182日

※妊娠頭数は搾乳頭数減に比例し減

※疾病や事故減、治療費の
増減に対する経済メリットは
今回は加味しないものとする



サンビオ粉末資材費 経済メリット①+② 費用対効果

サンビオ粉末の費用対効果
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※乳量と体細胞ペナルティ分のみ換算（年間平均26頭搾乳：200g/頭給与の場合）

126,210円/月
1,514,520円/年

469,638円/月
5,635,656円/年 372％

搾乳頭数年間平均26頭
サンビオ粉末18,030円/袋
使用量200g/日＝5.2kg/日

（月約7袋）

※「治療で獣医を呼ばなくなった」「事故が減った（＝導入が減った）」
「仔牛が大きくなった」等の費用対効果は含まずに換算した場合の費用対効果とする


